

































































るEMに求めていく o具体的には、 EMの認識論的な前提となっている f時
一説」、 「信頼」、 「相互反映性」など一連の主要な概念について、ガーフィ














































































(a) 口 和 O 構造機能主義に代表される客観主義的社会学















































いのかということについて定義の関での争いを許す[Strong， 1979 ] [ Com叫&







口 事← O パ(多者ー様のソな図ン価式ズ値に的の首現基位象づ性学をく与多様客えなる観認。主識)義図的式社の会事学在のを認認め識な図が式ら、 科学
(d) 口 =争 O 広義の社会構成主義者の認識図式
口←
(d)' 
























































(b)状態ではなくて定義なのか(強調、原著者)[W∞19ar& Pawluch， 1985a:218 ] 






































① 口 =今 O 文脈(∞ち怯X土)派の社会構成主義
4トー








































































観察者による発見 口和 O ロ∞ O















































































































するのである o 成員が「同一説jにたっているとする EMは、自らはそれが
世界の複数性を帰結する存在論である「対応説jを研究者自身の前提としては



































































(y) クーン・ブルーア 相対化 / 客観主義者
(K由民主・ Bloor，D.) 











きた。 r文脈依存性に f注釈jを加え、 f修復jし、客観的表現で置き換える









































とができそうなことに基づいて解釈されている o つまり、 ドキュメン
タリーとしての証拠と基本パターンは、それぞれが互いに他を精綾化



















































が知っているなら、 Xが、 X自身との対関係における Yの位置をど































記述の対象が残されているということも明らかになったo それは r( EM的
研究の)最も優れた点は、場面を説明・可能にするために成員が用いる手続き
こそが、その場面を組織だった日常の出来事として生み出し維持している活動
であると考えるということである o 説明行為と説明のもつ f相互反映性』ある
いは『受肉化(白白血te)j と~\った性格こそが、この (EM のもつ)長所のな



















































































































持っていたということを認定するのだo つまり (2)、 (3)が行なわれないのな
-28-
らば、 (1)で「葉通り」させた情報は決して不正確な(インデキシカルな暖妹
















































「信頼」によって可能になる (28)のである o r社会学者が定義過程で他の参加
者から科学者として取り扱われ、利害関心と偏見とを持たない専門家としての
特別の地位を与えられるかどうかは、一概には答えられないプロブレマティッ














































































































































































































[樫村， 1988:103-4J。このように樫村は、シュッツ理論で言う f匿名性jが、 「外
面化Jないしは「行動化」したものとして実践的推論の持っこうしたく特定的に・















































































の議論は [Garfinkel，1963]、 [Sacks，1963]等にも見られる o



















特有の方法である o そうした方法は「観察でき、報告できる (observaWe-
repo出国e)Jのだ。そうした方法は、観察と報告に科用できる。
つまり、 5章の 2館で主に述べたように、 「話すということが『そこで話された当





























秩序が生じるのかを説明しようとするのだJ(下娘、原著者)[Wat8on & Seiler， 
l開示四五]となる一方で「ガーフィンケルとウイダー仰凶叫1..)は、 全く正反対に、
EMにとって『秩序はすでに完全な形で具体化されている』といった論をたてる j
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